
答

平
成
15
年
度
か
ら
３
年
間

に
わ
た
り
、
振
興
局
等
の
圏

域
で
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
量
や
利

用
状
況
、
将
来
発
生
量
と
そ
の
利

活
用
の
方
向
等
を
内
容
と
す
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
町

に
お
け
る
計
画
策
定
と
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
な
ど
主
体
的
な
取
組

を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
圏
域
ご
と

に
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

基
に
、
県
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
議

論
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
は
、
県
、
市
町
、

関
係
機
関
、
事
業
者
等
の
連
携
の

在
り
方
な
ど
、
県
全
体
と
し
て
の

望
ま
し
い
進
め
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

黒壁スクエア（長浜市）
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答

可
燃
性
廃
棄
物
で
あ
っ
て

埋
立
処
分
や
単
純
焼
却
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
発
生
を

抑
制
し
、
資
源
と
し
て
活
用
す
る

取
組
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
処
理

施
設
へ
の
依
存
を
小
さ
く
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
循
環
型
社
会

に
向
け
た
検
討
や
取
組
を
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
進
め
、
そ
の
進
捗

状
況
を
検
証
・
評
価
し
、
今
後
の

施
設
整
備
に
お
け
る
民
間
、市
町
、

県
の
役
割
分
担
、
特
に
、
県
が
産

業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
整
備
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
か
に
つ
い
て
一
定
の
判
断

を
し
ま
す
。
ま
た
、
先
日
設
置
し

た
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
検
討
チ

ー
ム
」
に
お
い
て
検
討
を
進
め
、

年
度
内
に
対
応
方
針
を
定
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
行
政

問の
凍
結
に
当
た
っ
て
、
目
指
す
べ

き
循
環
型
社
会
の
目
標
と
時
期
、

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
処
理
再
編
を

含
め
た
検
討
の
手
法
と
時
期
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

旧
志
賀
町
栗
原
地
先
に
お

け
る
廃
棄
物
処
理
施
設
計
画

バ
イ
オ
燃
料

問

期
待
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園※
５

に
対
す
る

見
解
と
ど
の
よ
う
な
効
果
を

答

こ
の
問
題
は
、
県
民
は
も

と
よ
り
下
流
域
も
含
め
て
安

全
と
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

最
終
処
分
場
問
題※

３

問当
の
関
心
事
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

県
民
の
安
心
、
安
全
と
い
う
面
か

ら
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

報
道
を
受
け
、
余
呉
町
は

も
と
よ
り
近
隣
市
町
で
も
相

認
定
こ
ど
も
園

問域
で
の
取
組
が
大
事
と
考
え
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
こ

う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
は

地
域
特
性
を
生
か
し
た
各
地

答

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

商
業
等
の
活
性
化
に
加
え
、

ま
ち
づ
く
り
三
法

問市
街
地
の
創
出
」
で
あ
り
、
新
た

な
視
点
で
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
三
法※
４

の
改
正

は
、
ま
ち
と
し
て
の
「
中
心

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
ガ
ラ

ス
固
化
体
は
、
数
万
年
と
い
う
長

期
間
放
射
能
を
発
し
続
け
ま
す
。

地
中
深
く
閉
じ
込
め
る
地
層
処
分

に
は
、
地
震
や
超
長
期
的
な
地

形
・
気
象
の
変
動
の
影
響
で
問
題

を
指
摘
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
。

遠
い
世
代
の
子
孫
に
ま
で
不
安
を

持
ち
越
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
問
題
で
す
。
国
民
全
体
の
理

解
が
十
分
深
ま
っ
て
い
な
い
現
状

に
お
い
て
、
最
終
処
分
場
は
、
と

う
て
い
安
心
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

公
共
施
設
等
の
市
街
地
集
積
や
町

中
居
住
な
ど
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
中
心
市
街
地
の
再
生
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
県
と
し
て

も
、
地
域
で
の
創
意
と
工
夫
を
生

か
し
た
取
組
に
対
し
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
専
門
家
の
派
遣
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
街
並
み

の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
日
常

生
活
を
支
え
て
き
た
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

用語解説 ※３　原子力発電環境整備機構が公募する高レベル放射性廃棄物の最終処分施設の設置可能性を調査する区域について、本年９月20日の余呉町議会において余呉町長が応募する意向を明らかにしました。
※４ 「まちづくり３法」とは、「都市計画法」「中心市街地の活性化に関する法律」「大規模小売店舗立地法」の３つを指し、人の流れを中心市街地に集めることでまちのにぎわいを取り戻すことを目的としています。
※５ 「認定こども園」とは、幼稚園、保育所等のうち小学校就学前の子どもを対象に教育および保育を一体的に提供するとともに、地域における子育て支援を実施する機能を備えていると知事が認定した

施設です。この制度を規定する「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」が本年６月に公布され、認定基準を定める条例は、滋賀県において現在策定中です。

団
や
異
年
齢
集
団
で
の
経
験
に
よ

る
育
ち
合
い
等
の
効
果
を
期
待
し

ま
す
。
同
時
に
、
子
育
て
相
談
や

子
育
て
情
報
を
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
子
ど
も
を
支
え
る

施
設
と
し
て
も
大
き
な
役
割
が
担

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

幼
稚
園
や
保
育
所
に
対
す

る
保
護
者
の
期
待
が
多
様
化

っ
て
き
て
お
り
、
認
定
こ
ど
も
園

は
、
こ
れ
ら
幼
児
の
ニ
ー
ズ
や
保

護
者
の
期
待
に
こ
た
え
得
る
新
た

な
制
度
に
な
る
も
の
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
大
き
な
集
団
で
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
同
一
の
年
齢
集

し
て
お
り
、
子
ど
も
に
対
す
る
教

育
的
機
能
と
同
時
に
保
護
者
の
育

児
負
担
を
軽
減
し
、
自
由
時
間
を

確
保
し
て
い
く
側
面
も
大
切
に
な

山
田
　
尚
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

▼
新
た
な
基
本
構
想
に
つ
い
て

▼
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

▼
国
民
保
護
の
推
進
な
ら
び
に
消
防
広
域
化
の
推
進
に
つ
い

て
▼
治
水
対
策
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
市
町
境
界
設
定
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

若
山
　
秀
士
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
新
農
政
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
つ
い
て

▼
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

▼
文
化
財
行
政
に
つ
い
て

▼
警
察
官
の
不
祥
事
問
題
と
警
察
官
増
員
計
画
に
つ
い
て

河
部
　
哲
幸
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
新
た
な
基
本
構
想
の
策
定
と
将
来
の
県
の
役
割
に
つ
い
て

▼
施
策
・
事
業
の
仕
分
け
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
レ
ジ
ャ
ー
利
用
の
適
正
化
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
策
に
つ
い
て

▼
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

▼
飲
酒
運
転
へ
の
対
応
に
つ
い
て

三
浦
　
治
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

岡
崎
　
基
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
栗
原
地
先
の
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て

▼
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
見
た
出
産
の
環
境

に
つ
い
て

▼
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
つ
い
て

▼
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て

▼
悪
質
な
金
融
業
者
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て

橋
本
　
　
正
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

▼
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力
の
平
和
利
用
、
特
に
原
子
力
発

電
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て

▼
ガ
ン
対
策
に
つ
い
て

山
田
　
　
実
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

9
月
定
例
会
質
問
一
覧

▼
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
と
県
政
運
営
に
お
け
る
部
局
連
携
に

つ
い
て

▼
ゴ
ミ
の
削
減
に
つ
い
て

佐
野
　
高
典
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
琵
琶
湖
の
水
質
問
題
と
水
草
処
理
に
つ
い
て

▼
児
童
虐
待
に
つ
い
て

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
導
入
に
つ
い
て

▼
東
南
部
上
水
道
送
水
管
損
傷
事
故
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
無
所
属
）

▼
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
調
査
誘
致
問
題

に
つ
い
て

▼
公
有
地
に
お
け
る
放
置
車
輌
の
問
題
に
つ
い
て

▼
障
が
い
児
・
者
と
と
も
に
生
き
る
教
育
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
（
仮
称
）
南
び
わ
こ
駅
設
置
問
題
に
つ
い
て

宇
賀
　
　
武
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
７
月
定
例
会
を
終
え
ら
れ
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
総
括
に

つ
い
て

▼
新
愛
知
川
農
業
水
利
事
業
に
つ
い
て

▼
合
併
に
向
け
た
13
町
の
現
況
把
握
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

▼
警
察
署
の
統
合
と
対
応
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
ダ
ム
に
つ
い
て

▼
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

▼
市
町
合
併
と
道
州
制
に
つ
い
て

▼
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

田
中
　
章
五
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
地
域
格
差
に
つ
い
て

▼
余
呉
町
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地

へ
の
応
募
に
つ
い
て

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
児
童
の
校
内
暴
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
指
導
力
不
足
教
員
へ
の
対
応
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
人
材
育
成
に
つ
い
て

▼
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て

▼
地
産
地
消
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
自
立
を
支
援
す
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し
と
街
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
県
政
運
営
と
説
明
責
任
に
つ
い
て

▼
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

▼
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

小
杉
　
武
志
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
土
砂
災
害
防
止
に
対
す
る
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
に

つ
い
て

▼
ラ
ジ
オ
体
操
に
つ
い
て

小
寺
　
裕
雄
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
行
財
政
経
営
に
つ
い
て

▼
中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

石
田
　
祐
介
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
琵
琶
湖
環
状
線
運
行
を
契
機
と
し
た
湖
西
線
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て

▼
国
道
３
６
７
号
高
島
市
朽
木
村
井
地
区
地
す
べ
り
災
害
の

復
旧
見
込
み
に
つ
い
て

▼
地
場
産
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
能
登
川
支
所
、
高
島

支
所
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

北
野
　
加
代
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
問
題
の
早
期
解
決
に

つ
い
て

▼
災
害
時
「
要
援
護
」
に
つ
い
て

福
本
　
庄
三
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
施
策
・
事
業
の
仕
分
け
に
つ
い
て

▼
入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

滝
　
　
一
郎
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
企
業
誘
致
に
つ
い
て

▼
国
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱
の
指
導
に
つ
い
て

杼
木
　
捨
蔵
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
地
域
経
営
者
と
し
て
の
知
事
の
責
務
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

辻
　
　
　
貢
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
振
興
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て

▼
琵
琶
湖
環
状
線
の
実
現
に
よ
る
県
内
沿
線
へ
の
観
光
客
の

誘
致
に
よ
る
活
性
化
に
つ
い
て

桐
山
　
ヒ
サ
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
介
護
保
険
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

▼
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
に
つ
い

て
▼
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
と
草
津
線
複
線
化
に
つ
い
て

▼
県
立
八
日
市
養
護
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て

青
木
　
愛
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▼
バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て

▼
生
涯
学
習
の
窓
口
に
つ
い
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
庁
の
省
エ
ネ
推
進
に
つ
い
て

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
と
地
域
間
格
差
に
つ
い
て

清
水
　
克
実
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

▼
県
と
市
町
の
対
話
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

▼
自
治
体
警
察
と
県
行
政
に
つ
い
て

◆
代
表
質
問
◆

◆
一
般
質
問
◆


